
プラズマの研究から離れて早十

年以上が経ちましたが，昨年，縁

があってプラズマ・核融合学会誌の編集委員を任されるこ

とになりました．私がプラズマの研究をしていたのは学生

時代までで，それ以降は質量分析の研究をしています．今

回，まず１年間，編集委員を務めてみて，１０年ぶりにプラ

ズマ分野の様々な新しい情報に触れることができました．

以前から知っていた研究の進展を知っては懐かしく思い，

これまで知らなかった研究を発見しては勉強になっていま

す．また，久しぶりにプラズマの研究を見てみると，学生

時代とは違った理解ができることもあり感慨深いです．

現在，私は質量分析の研究に携わっています．この研究

分野に移った当初はプラズマ分野とはあまり関係がないと

思っていたのですが，研究を進めるにつれて，プラズマの

研究で得た知見が大いに利用できることに気がつきまし

た．例えば，質量分析では電荷を持った原子・分子を電場

や磁場で制御することが重要な技術ですが，プラズマの研

究をしているときに使っていた電場の計算手法がとても役

に立っています．この他にも，思いもかけないところで共

通点が見つかることがあります．今回，編集委員２年目と

なり，ついに学会誌の記事を企画する当番が回ってきまし

たので，これまでに気がついたプラズマ分野と質量分析の

共通点にフォーカスした内容でと考えています．上梓され

たおりにはよろしくお願いします． （青木 順）
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